
マ
チ
l
マ
ツ

の
市
予
を
指
す
。
之
に
射
し
て
地
方
の
町
奉
行
は
、

逮
所
町
奉
行
と
い
は
れ
る
。
謹
所
町
奉
行
は
、
加
賀

の
小
松
・
本
音
・
松
任
・
宮
腰
、
能
菅
の
腕
口
、
越
中

の
高
閲
・
魚
・
樟
に
置
か
れ
、
皆
御
算
用
揚
奉
行
に
隷

属
し
た
。
謹
腕
町
奉
行
の
職
務
は
金
揮
の
町
奉
行
と

稲
趣
を
異
に
し
た
。
例
へ
ば
七
尾
町
奉
行
の
如
き

は
、
町
民
一
般
の
取
締
は
勿
論
、
能
菅
一
闘
の
宗
門

調
、
他
闘
に
出
づ
る
者
の
般
切
手
、
叉
は
奥
部
の
盗

賊
改
方
の
こ
と
ま
で
も
扱
っ
た
。

公
一
一
〉
大
禦
寺
務

l
こ
の
務
で
は
大
型
寺
町
に
町
奉
行

が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

マ
チ
ホ
ン
ゴ
ウ
町
本
江
羽
咋
郡
富
木
院
に
毘

し
、
も
と
無
家
の
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
中
に
烹
り

濁
立
の
部
務
と
し
て
取
扱
は
れ
、
次
い
で
同
二
十
年

地
頭
町
に
合
併
し
た
。

マ
チ
マ
ハ
日
町
廻

J
カ
ザ
マ
ハ
り
風
廻
。

マ
チ
モ
ト
ド
ン
タ
ウ
聞
元
呑
窪
鳳
至
郡
黒
島

の
産
。
弘
化
三
年
生
ま
れ
、
大
正
十
五
年
二
周
八
十

一
歳
を
以
て
寂
。
輪
島
蓮
江
寺
・
金
滞
貧
困
寺
等
に

住
し
、
博
理
強
程
、
総
持
寺
の
後
蛍
と
し
て
有
名
で

あ
っ
た
。

マ
チ
ヤ
町
屋
羽
咋
郡
鎚
打
郷
に
臨
す
る
部
務
。

往
古
こ
の
村
領
内
の
牛
ヶ
嶺
に
籾
脅
蛍
が
あ
旬
、
麓

に
数
多
の
提
言
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
跡
に
起
っ

た
部
務
で
あ
る
と
偲
へ
る
。

.
マ
チ
ヤ
町
屋
鹿
島
郡
三
階
良
川
保
に
毘
す
る
・

部
落
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
町
屋
村
、
田
鵠
滋
よ
り
サ

王
町
あ
り
。
此
村
に
助
八
と
い
ふ
百
姓
の
持
宮
に
住

吉
宮
あ
り
。
是
に
宿
泊
と
て
、
明
紳
の
容
に
.
て
、
此

池
の
石
に
て
す
れ
ば
節
務
る
也
。
』
と
あ
る
。

マ
チ
ヤ
タ
Z
ン
町
投
入
務
政
の
時
、
金
滞
の

自
治
町
政
を
掌
る
も
の
は
、
町
年
寄
・
散
算
用
問
・
桜

d
同

h'WLV'

目
肝
煎
・
町
肝
煎
・
散
肝
煎
・
担
録
方
・
番
頭
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
町
年
寄
に
就
い
て
は
別
項
に
述
べ
た
。
散

算
用
聞
は
、
安
永
六
年
町
奉
行
が
町
人
の
う
ち
対
幹

あ
る
者
を
簡
抜
し
て
任
命
し
た
こ
と
か
ら
起
り
、
員

数
回
人
乃
至
六
人
で
、
役
銀
・
地
子
銀
の
徴
牧
、
そ

の
他
曾
計
・
土
木
の
壊
に
任
じ
、
笛
番
一
人
は
町
年

寄
衆
席
に
詰
め
て
ゐ
た
。
横
目
肝
煎
は
四
人
乃
去
七

人
で
、
町
年
寄
が
町
肝
煎
の
中
か
ら
選
び
、
町
翠
行

之
を
任
命
し
た
。
高
治
ご
年
初
め
て
置
き
、
町
肝
煎
・

散
肝
煎
の
事
務
を
監
督
じ
、
中
に
町
肝
煎
を
魚
帯
す

る
者
、
叉
は
苗
字
を
許
さ
れ
る
者
も
あ
っ
た
。
町
肝

煎
に
は
本
町
肝
煎
・
地
子
町
肝
煎
・
門
前
地
肝
煎
が
あ

り
、
各
そ
れ
ん
¥
の
悦
話
人
で
、
芦
口
の
調
査
・
宗
門

の
吟
味
・
物
債
の
査
閲
・
小
物
成
及
び
役
銀
の
徴
牧
等

を
撃
っ
た
。
散
肝
煎
は
仲
買
肝
煎
・
古
手
肝
煎
・
偉
馬

肝
煎
・
紺
屋
肝
煎
・
質
屋
肝
煎
と
い
ふ
如
く
、
商
斑
方

の
世
話
人
で
あ
り
、
記
録
方
は
築
鍔
に
長
じ
た
町
人

を
採
り
、
簿
替
の
整
理
等
を
掌
り
、
亭
和
ご
年
か
ら

置
か
れ
た
も
の
と
し
、
番
顕
は
本
町
々
人
の
中
止
7.
取

り
、
首
番
・
非
番
一
範
夜
毎
に
交
代
し
て
人
夫
徴

護
・
倉
障
響
術
等
の
こ
と
に
笛
っ
た
。

マ
チ
ヤ
ジ
ヨ
ウ
町
屋
城
羽
咋
郡
町
民
に
在
っ

て
、
地
方
人
は
城
山
と
縛
す
る
。
西
谷
内
の
支
鍵
で
、

闘
分
左
兵
衛
が
同
町
た
と
い
ひ
、
叉
口
一
碑
に
闘
部
築
が

居
た
と
も
い
ふ
。

マ
チ
ヰ
町
居
期
初
咋
部
熊
野
方
郷
に
臨
す
る
部

落。
マ
ツ
松
石
川
郡
大
野
庄
に
あ
る
部
務
。
錨
尾

記
に
、
こ
の
村
領
に
西
の
城
と
い
ふ
所
が
あ
っ
た
が
、

遺
跡
等
祥
か
で
な
い
と
記
す
る
。

マ
ツ
Z
ウ
ヂ
ツ
ラ
松
江
氏
貫
大
型
寺
務
士
。

遁
稗
富
之
助
。
観
は
杉
垣
。
歩
組
松
江
少
苔
の
長
子

で
、
経
患
を
東
方
芝
山
に
受
け
、
鍍
私
を
能
く
し
て

銭
手
形
鍍
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
o，
.
鹿
限
四
年
間
四
周
五

マ
ツ
カ
ザ
リ
松
飾

4
カ
ド
マ
ツ
門
松
。

マ
ツ
ガ
シ
タ
ワ
ン
松
下
湾
羽
咋
郊
に
在
る
。

風
無
の
商
岩
崎
そ
の
商
に
突
出
し
、
海
水
底
く
北
に

鯵

入

す

る

。

マ

ツ

ジ

末

寺

金

滞

で

本

願

寺

別

院

の

こ

と

を

マ
ツ
ガ
セ
ヤ
マ
松
ヶ
瀬
山
珠
洲
郡
清
水
の
う
末
寺
と
い
う
た
。
末
寺
は
門
末
寺
院
の
畿
で
あ
る
か

ち
際
局
部
訴
の
西
南
な
る
山
。
高
さ
四

O
回
米
。
地
ら
、
本
寺
自
飽
の
末
院
を
か
〈
帯
す
る
こ
と
は
笛
ら

質

第

三

紀

倍

。

ぬ

わ

け

で

あ

り

、

R
つ
全
凶
に
そ
の
例
を
見
ぬ
が
、

マ
ツ
ガ
ハ
ナ
松
ヶ
鼻
鹿
島
郡
能
管
島
な
る
野
一
今
も
束
末
寺
・
西
末
寺
と
い
う
て
ゐ
る
。
併
し
前
回

崎
の
南
端
、
潟
市
に
突
出
す
る
小
岬
で
、
小
口
瀬
戸
一
利
家
が
文
勝
三
年
文
周
に
奥
へ
た
制
札
、
並
び
に
利

に
臨
む
。
地
闘
に
は
松
崎
と
す
る
。
一
長
の
医
長
五
年
三
局
十
七
日
に
奥
へ
た
制
札
に
も
、

マ
ッ
ク
ラ
ダ
Z

松
倉
谷
能
美
郡
風
嵐
谷
の
東
一
本
願
寺
末
寺
と
記
し
て
ゐ
る
か
ら
、
古
〈
用
ひ
ら
れ

南
に
笛
る
演
谷
で
、
そ
の
水
明
谷
に
入
・
り
、
迭
に
牛
一
た
名
稀
で
あ
る
。

首

川

に

注

ぐ

。

一

マ

ツ

ジ

末

寺

能

美

郡

山

上

郷

に

臨

す

る

部

務

。

マ
ツ
ザ
カ
モ
ン
松
摂
門
金
津
域
内
一
一
J

丸
か
ら
一
マ
ツ
シ
マ
松
島
鹿
島
郡
能
菅
島
な
る
野
崎
の

玉
泉
院
丸
に
逝
ず
る
門
で
あ
る
。
そ
の
門
外
か
ら
玉
一
海
中
に
在
る
島
侠
で
、
周
閥
三

O
O米
像
。
そ
の
北

泉
院
丸
の
紅
葉
橋
に
湾
る
聞
は
坂
路
で
、
そ
れ
を
松
一
に
築
螺
島
・
猫
背
島
、
南
に
ジ
プ
ト
島
が
あ
る
。
い

坂
と
い
う
た
。
松
樹
が
多
か
っ
た
に
凶
る
名
穏
で
あ
一
づ
れ
も
凝
灰
岩
質
泥
岩
か
ら
成
っ
て
、
松
樹
を
減

る

。

一

き

、

そ

こ

か

ら

越

中

の

立

山

越

峰

を

雲

表

に

望

み

得

マ
ツ
ザ
キ
松
崎
能
奨
郡
襲
諌
郷
に
毘
す
る
部
一
ら
れ
る
。

務
。
笈
惣
紀
聞
に
『
昔
能
州
浪
人
佐
見
ヘ
来
。
、
竹
一
マ
ツ
シ
マ

日
四
十
践
を
以
て
授
。
移
垣
私
史
の
箸
が
あ
る
。

マ
ツ
エ
ザ
プ
ロ
ベ
エ
松
江
=
一
郎
兵
衛
大
型
寺

務
士
。
祖
父
鍵
治
は
丹
羽
長
重
の
治
医
で
、
加
賀
宮

腰
に
牢
浪
し
て
ゐ
た
。
三
郎
兵
衛
、
寛
永
十
七
年
大

型
寺
侯
前
聞
利
治
に
仕
へ
、
除
七
十
石
よ
り
百
五
十

石
に
滋
ん
で
手
廻
組
に
毅
し
、
高
治
三
年
利
治
の
卒

し
た
時
之
を
信
州
蒋
光
寺
に
迎
へ
、
四
月
廿
七
日
間

地
滞
土
宗
鴨
川
腿
寺
で
殉
死
し
た
。
享
年
四
十
九
。

マ
ツ
Z
ダ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
松
枝
の
職

J
カ
y
ト

ウ
セ
イ
パ
ツ
闘
東
征
伐
。

マ
ツ
Z

マ
タ
エ
モ
ン
松
江
又
右
衛
門
前

m利

家
に
仕
へ
て
ご
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
務
に
世
襲
す

る。

七
七
六

細
工
な
ど
し
て
民
け
る
に
、
領
内
瞭
き
故
、
今
の
松

崎
に
家
臨
し
、
4

此
の
遊
荒
地
を
開
き
作
。
居
け
る
と

ぞ
。
其
の
後
段
々
村
と
成
り
し
と
い
ふ
。
此
の
避
に

て
は
今
に
能
菅
屋
松
崎
と
い
ふ
と
な
り
。
』
と
記
す

る。
マ
ツ
ザ
キ
シ
ョ
ウ
ザ
Z

モ
ン
松
埼
少
左
衛
門

左
兵
衛
と
も
い
ふ
。
線
千
石
。
元
和
元
年
大
坂
再
役

に
-
つ
丸
で
敵
首
一
つ
を
討
取
っ
た
。
諾
士
系
純
に

宮
腰
町
翠
行
・
御
馬
廻
顕
・
寺
祉
事
行
と
あ
る
。
子
孫

務
に
世
襲
す
る
。

マ
ツ
ザ
キ
シ
ョ
ウ
ヂ
松
崎
小
路
金
持
の
苗
町

名
。
緊
町
な
る
春
田
小
絡
に
相
謝
す
る
小
絡
を
呼

ぶ
。
此
の
小
路
の
入
口
東
側
に
、
藩
士
松
崎
氏
の
自

邸
が
あ
っ
た
L
め
の
名
穏
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
俗

穏
で
、
本
名
は
竪
町
で
あ
っ
た
が
、
今
は
池
町
町
に

鴎
ず
る
。

松
島

珠
洲
郡
懲
路
部
落
の
磁
に
涯

~ 


